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　膵臓がんは「怖い病気」「治らないがん」の代表である．
　ところで，私はこれまで数多くの胃がんの手術を手がけてきた．胃がんの術後の重大なトラブルの
大半は膵臓が近接しているせいで起きる（と，膵臓のせいにしたいところである）．胃がん患者の膵
臓は通常は soft pancreas であり旺盛な外分泌機能を有するので，敬意を欠くと激しい膵液瘻が起き
る．また膵管は拡張していないので膵頭部を合併切除すると再建するのもなかなか大変である．しか
もそういう滅多にない手術が何年かに一度は必ずやってくるのが胃外科という部門である．幸い，私
が所属する診療科には代々優秀な膵臓外科医がいるので，膵断端の処理法からドレーン管理にいたる
までノウハウを教わっている．外科医としては学ぶところが多い．
　半面，昔の膵臓外科医は手術以外にはあまり興味を示さなかったように思う．薬がまったく効かな
いので，手術の腕（と運）以外では患者が救えないからだと聞いていた．ところが，数年前の
American Society of Clinical Oncology の News Letter に「膵がんの頻度が増えて今や前立腺がんと
同等なのに，これまでに膵がんの治療開発につぎ込んだ予算は前立腺がんの足元にも及ばない．これ
からは膵がんを研究すべし！」との記載があった．その後数多くの臨床試験がなされ，FOLFIRI-
NOX や nab-paclitaxel が登場し，わが国でも S-1 が術後補助化学療法でとてつもない威力を発揮し
た．しかし，よく考えるとそのなかに目新しい薬剤は一つもない．ということはつまり，「膵がんに
効く薬はない」というのはやはり間違いであり，努力がなされてこなかっただけという事実が明るみ
になったわけである．今や膵がんの診療は新しい時代に入り，集学的治療という言葉は膵がんにこそ
相応しい．取るだけではなかなか治せないのだから，当然であろう．世間でも『君の膵臓を食べた
い』など，とんでもない題名の本が出ているようで，膵臓と言う臓器について一般にも広く知られる
ようになった．若い先生方には膵がんを高嶺の花と思わず，しっかり勉強してその治療に挑戦してい
ただきたい． （小寺泰弘）
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